
実施内容
発作性上室性頻拍（PSVT）等の頻脈性不整脈の停止または診断を目的とし

て、ATP注を急速静脈内投与する。

対象患者 ・発作性上室性頻拍（PSVT）が疑われる患者

・心房粗動、心房頻拍等の鑑別診断を要する患者

承認日 2026年7月8日（承認外医薬品使用評価委員会 承認）

実施期間 承認日以降、継続的に実施する

目的・概要

アデノシン三リン酸二ナトリウムは体内で速やかにアデノシンへ代謝され房室

結節の伝導を一過性に抑制することにより、頻脈性不整脈の停止させる。ま

た、心房活動を明瞭化して不整脈の鑑別診断に役立つ薬剤である。本邦では、

ATP注は主として脳・心筋代謝改善などの適応を有しているが、発作性上室性

頻拍の停止や頻脈性不整脈の診断目的での使用は添付文書上の適応外となる。

不整脈診療では標準的な診断・治療法として用いられており、国内外の不整脈

診療ガイドラインにおいても重要な薬剤として位置付けられている。

【予想される不利益】

・一過性の心停止（数秒程度）

・胸部圧迫感、胸痛

・呼吸困難、気管支攣縮（気管支喘息患者）

・顔面紅潮

・頭痛

・悪心

・まれに心房細動や他の不整脈の誘発

【対策】

・心電図および血圧を連続モニタリングしながら投与する

・有害事象発生時には速やかに適切な救急対応を行う

■ 問い合わせ先 イムス葛飾ハートセンター TEL：03-3694-8100（代表）

（受付時間：平日 9:00～17:00）
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